
 

 

 

 

よき思い出を！（子どもたちが成長するために） 

右の投稿文章は、９日（金）の熊
本日日新聞に掲載されていたもの
です。印象に残ったので引用させ
ていただきました。投稿された有
働さんの高校・中学時代のことで
す。奨学金の貸与を受け、朝は早く
から新聞配達、片道１時間の通学、
帰宅してからは農作業、さらに祖
父の入浴介助。自分の勉強ができ
るのは深夜で毎日睡眠不足。今で
言うヤングケアラーです。普通の
生活ではありません。私には絶対
できないと思います。 
そして、それを知っている教員

が、授業中に有働さんをさらし者
にしてしまうのです。とんでもな
いことだと思います。この文章を
読んだときは、衝撃
でした。同じ教員と
してとても残念に思
いました。その教員
のその時の心境を聞
きたいものです。 
しかし、有働さん

は心ある教師と出会
っていました。中学
３年時の担任白田学
先生です。無理してギリギリの所で生
活している有働少年に対して、「無理
してないか、身体大丈夫か」と気遣う
関わりをしておられます。７０を過ぎ
た方が、５０年以上前の教員の関わり
をしっかり覚えておられるのです。 
改めて、児童生徒に関わる教師の人

としての思いやりの心の大切さを再
確認しました。三角小学校でも「ゆたかな心の育成」は大きな柱の一つとしています。
関わる教員に豊かな心がなければ、育つはずがありません。本校の職員も有働さんの
文章の中に出てくる後者の先生ばかりだと信じております。子どもたちが、将来大人
になったときに、よき思い出となる教員集団に、さらに近づくようチームワークを大
切にして精進してまいります。子どもたちの一生消えないよい記憶に残るように！  
有働さん引用させていただきありがとうございました。 
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